統合失調症者のリカバリーにおける「スピリチュアルな成長」プロセスとSA(Schizophrenics Anonymous)の役割の研究 by 橋本 直子 & Naoko Hashimoto
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は Kirk と Reid（00）がＥＰＭ（Empirical Practice Movement）の中で重視し、今日Ｅ I Ｐ（Evidence 
Informed Practice）でも再び注目され、近年関心が高まっている「語り」の分析においても重視されている、
研究と実践が一体となった研究アプローチと言える。氏が、最終章において課題として取り上げているよう
に、こうした手法はデータの収集や解釈においてバイアスともなり得る。しかし、氏のこうしたアプローチ
が、Ａ氏に寄り添いながら、語りを聴き取り、解釈し、理解することを可能とし、長期に亘るプロセスの中
で、スピリチュアルな成長の記述を可能としており、独創的な研究手法として評価したい。
２．実践的意義
　統合失調症者の援助において、スピリチュアリティの視点を持ち、そのリカバリーの過程を理解するよう
に努めることが重要であること、またＳＨＧとしてのＳＡにはスピリチュアルな成長を志向する起点となり
得る可能性があることを明らかにしたことは本論文の成果と言える。この成果は、統合失調症者へのＳＷ援
助の質向上に貢献するだけではなく、精神障害者に対する全人的援助の推進にも貢献する可能性を有してい
ると考えられる。医学的処置に大きなウエイトが置かれる傾向にある精神障害者への援助には、患者の価値
や置かれた環境、ＱＯＬなどに配慮した全人的な観点からの対応が求められている。スピリチュアリティは、
人を全人的に捉える際に極めて重要な要素とされる。本論文は、統合失調症という精神障害を危機的状況と
捉え、ＳＡという場がスピリチュアルペインに気づかせ、スピリチュアルな成長へと志向させる場となり得
ることを示した。本論文のこうした成果は、統合失調症者のみならず精神障害者に対する全人的援助におい
てスピリチュアリティの理解の重要性を認識して精神障害者に関わることの必要性を示しており、本研究の
実践的意義は大きいと考えることができる。
３．課題
　本論文の精神障害者に対する援助における学術的、実践的貢献度をよりいっそう高めるために、以下の３
点を課題として記しておきたい。
　１）橋本直子氏も課題としているように、事例を積み重ねることによって、多様な精神障害者と多様な環
境においてスピリチュアルな視点を持つ援助方法と援助者の資質向上に貢献することを期待する。２）質的
研究を通して、ＳＡが「スピリチュアルな成長」を促す場であることをより明らかにしていくためには、「ス
ピリチュアルな成長」をより明確に定義づける必要がある。定義に当たっては、本研究において Carroll や
林の理論的枠組を検討することによって、スピリチュアリティにおける個人の変容や成長を捉えようとした
試みから得られた成果を、十分に活かす必要があろう。３）語りの中からＳＡの役割を読み取ることができ
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るが、日々の生活での他者との関係や出来事がスピリチュアルな成長に寄与していることもまた読み取るこ
とができる。そうした出来事を踏まえた上で、事例を積み重ねＳＡの役割について研究を深めることを期待
したい。
　以上、審査結果の要旨を説明したが、橋本直子氏の論文は博士学位申請論文としての水準に達しており、
博士学位の授与に値するものと判断する。
